
初
出
一
覧 

  

本
書
に
収
め
た
諸
論
考
は
、
拙
著
『
宮
沢
賢
治 

幻
想
空
間
の
構
造
』
（
蒼
丘
書
林
、
平
６
・
10
）
、
『
宮

沢
賢
治
と
い
う
現
象
』
（
蒼
丘
書
林
、
平
14
・
５
）
を
も
と
に
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
収
録
に
あ
た

っ
て
の
筆
者
の
意
図
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。 

一
、
修
士
論
文
『
宮
沢
賢
治
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
研
究
科
提
出
、
平
４
・
３
）
以
後
に
執
筆 

し
た
論
考
で
あ
る
こ
と
。 

二
、
本
書
の
副
題
と
し
て
示
し
た
《
文
学
に
お
け
る
宗
教
と
科
学
の
位
相
》
に
沿
う
内
容
を
含
む
こ
と
。 

三
、
伝
記
・
年
譜
的
研
究
に
関
し
て
は
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
鑑
み
、
第
二
の
基
準
の
例
外
と
し
て
扱 

う
こ
と
。 

 

序
論 

《
心
象
ス
ケ
ッ
チ
》
の
目
的 

―
田
中
智
学
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
視
点
か
ら
― 

日
本
近
代
文
学
会
一
九
九
四
年
度
秋
期
大
会
の
口
頭
発
表
用
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
。
発
表
原
題
は

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
の
目
的
」  

 

第
一
部 

詩
研
究 

 

第
一
章 

「
青
森
挽
歌
」
研
究
・
１ 

《
心
象
ス
ケ
ッ
チ
》
の
時
と
場
所 

― 

再
構
成
さ
れ
た
体
験 

― 

原
題
は
「
詩
『
青
森
挽
歌
』
に
お
け
る
《
心
象
ス
ケ
ッ
チ
》
の
時
と
場
所 
―
再
構
成
さ
れ
た
体
験 

―

 

」
（
「
高
知
大
国
文
」
第
30
号
（
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
、
平
12
・
３
） 

   

第
二
章 

「
青
森
挽
歌
」
研
究
・
２ 

「
ヘ
ツ
ケ
ル
博
士
！
」
の
解
釈
を
め
ざ
し
て 

―
唯
物
論
と
唯
心
論
の
狭
間
で
― 

原
題
は
「
詩
『
青
森
挽
歌
』 

試
論
―
『
ヘ
ツ
ケ
ル
博
士
！
』
の
解
釈
を
め
ざ
し
て
―
」(

「
人
文
科
学

研
究
」
第
７
号
、
高
知
大
学
人
文
学
部
人
間
文
化
学
科
、
平
12
・
７
）  

   

第
三
章 

「
〔
北
い
っ
ぱ
い
の
星
ぞ
ら
に
〕
」
研
究
・
１ 

 
 

《
異
の
空
間
》
と
《
銀
河
の
窓
》
の
意
味
す
る
と
こ
ろ 

―
科
学
的
宇
宙
観
と
仏
教
的
宇
宙
観
― 

原
題
は
「
『
〔
北
い
っ
ぱ
い
の
星
ぞ
ら
に
〕
』
試
読
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
49
集
、
日
本
近
代

文
学
会
、
平
５
・
10
） 

 
 

第
四
章 

「
〔
北
い
っ
ぱ
い
の
星
ぞ
ら
に
〕
」
研
究
・
２  

《
一
七
九
》
草
稿
群
の
成
立
と
解
体 

―
転
生
す
る
《
心
象
》
― 

「
国
文
学
」
第
41
巻
７
号
（
学
燈
社
、
平
８
・
６
）  

 

第
二
部 

童
話
研
究 

  

第
一
章 

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
研
究
・
１ 

銀
河
世
界
の
成
り
立
ち 

―
神
話
（
宗
教
）
・
科
学
・
心
理
― 

書
き
下
ろ
し
。 

た
だ
し
そ
の
一
部
に
は
「
宮
沢
賢
治
『
教
材
絵
図
―
分
子
・
原
子
』
の
謎
」
（
「
高 



知
大
国
文
」
第
32
号
、
平
13
・
12
）
と
「
『
真
空
溶
媒
』
論 

―
溶
媒
の
思
想
― 

」
（
「
解
釈
と
鑑

賞
」
平
成
13
年
８
月
号
、
至
文
堂
）
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。  

   

第
二
章 

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
研
究
・
２ 

《
ジ
ョ
バ
ン
ニ
》
の
行
方 

―
日
蓮
主
義
に
よ
る
世
界
統
一
の
夢
― 

『
第
二
回
宮
沢
賢
治
国
際
研
究
大
会
記
録
集
』
（
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
、
平
14 

・

３
）  

   

第
三
章 

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
研
究
・
３ 

「
た
っ
た
一
人
の
神
さ
ま
」
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ 

―
賢
治
と
宣
教
師
ミ
ス
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
― 

書
き
下
ろ
し
。  

  

第
四
章 

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
研
究
・
４ 

よ
だ
か
か
ら
ジ
ョ
バ
ン
ニ
へ 

―
《
よ
だ
か
》
の
系
譜
― 

「
《
よ
だ
か
》
の
行
方 

―
『
南
京
の
基
督
』
・
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
を
視
座
に
― 

」  
 

（
「
論
攷
宮
沢
賢
治
」
第
２
号
、
中
四
国
宮
沢
賢
治
研
究
会
、
平
11
・
３
）
の
第
一
章
「
隠
さ
れ
た

肉
体
」
と
、
「
『
〔
北
上
川
は
気
を
な
が
し
ィ
〕
』
に
お
け
る
兄
妹
の
構
図 

―
よ
だ
か
・
か
は
せ
み
・

は
ち
す
ず
め
― 

」
（
『
「
春
と
修
羅
」
第
二
集
研
究
』
宮
沢
賢
治
学
会
編
、
思
潮
社
、
平
10
・
３
）

を
合
体
さ
せ
、
改
稿
・
補
筆
し
た
も
の
。  

 

第
三
部 

比
較
研
究 

 

第
一
章  

坂
口
安
吾
小
論 

―
《
救
い
の
な
さ
》
と
い
う
こ
と
― 

原
題
は
「
坂
口
安
吾
小
論
―
宮
沢
賢
治
と
の
通
底
性
に
お
い
て
―
」
（
「
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
学

術
紀
要
」
第
41
号
、
平
９
・
１
）  

   

第
二
章 

遠
藤
周
作
小
論 

―
神
の
温
も
り
と
神
秘
主
義
― 

 

書
き
下
ろ
し
。 

 
  

第
三
章 

大
江
健
三
郎
小
論 

―
反
転
の
思
想
― 

          

「
《
よ
だ
か
》
の
行
方 

―
『
南
京
の
基
督
』
・
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』
を
視
座
に
― 

」  

（
「
論
攷
宮
沢
賢
治
」
第
２
号
、
中
四
国
宮
沢
賢
治
研
究
会
、
平
11
・
３
）
の
第
三
章
「
生
か
さ
れ

る
肉
体
」
を
前
半
部
に
用
い
、
後
半
部
は
あ
ら
た
に
書
き
足
し
た
。  

 

第
四
部 

周
辺
研
究 

  

第
一
章  

童
話
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
発
刊
を
め
ぐ
っ
て 

―
発
行
者
・
近
森
善
一
の
談
を
も
と 

 
 

 
 
 
 

に
― 

「
言
語
文
化
」
第
13
号
（
明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
平
８
・
３
）  

   
  

第
二
章  

詩
集
『
春
と
修
羅
』
の
同
時
代
的
受
容 

―
土
佐
の
詩
人
・
岡
本
弥
太
の
宮
沢
賢
治
理
解
― 

原
題
は
「
土
佐
の
詩
人
・
岡
本
弥
太
の
宮
沢
賢
治
理
解
―
測
定
さ
れ
た
一
つ
の
宇
宙
（
新
資
料
を
踏
ま



え
て
）
―
」
（
「
論
攷
宮
沢
賢
治
」
創
刊
号
、
中
四
国
宮
沢
賢
治
研
究
会
、
平
10
・
３
） 

   

第
三
章 
《
宗
教
的
欲
求
の
時
代
》
と
賢
治
受
容 

―
宮
沢
賢
治
生
誕
百
年
の
喧
騒
― 

原
題
は
「
平
成
八
年
国
語
国
文
学
会
の
展
望
（
Ⅱ
）
宮
沢
賢
治
」
（
「
文
学
・
語
学
」
第

157
号
、
全

国
大
学
国
語
国
文
学
会
編
、
平
９
・
11
）  

  

第
四
章 

「
批
評
空
間
」
に
お
け
る
宮
沢
清
六
氏
批
判
の
言
説 

―
宮
沢
賢
治
の
法
華
経
信
仰
と
国
柱
会 

 

 
 
 

― 原
題
は
「
宮
沢
賢
治
の
法
華
経
信
仰
と
国
柱
会
―
宮
沢
清
六
氏
追
悼
に
よ
せ
て
―
」
（
「
注
文
の
多
い

土
佐
料
理
店
」
第
４
号
、
高
知
大
学
宮
沢
賢
治
研
究
会
、
平
13
・
７
）  

   
 

 

＊
原
則
と
し
て
宮
沢
賢
治
作
品
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
（
平
７
〜
13
）
に
拠

っ
た
。
た
だ
し
、
第
一
六
巻
「
補
遺
・
資
料
編
」
（
「
年
譜
」
を
含
む
）
に
関
し
て
は
、
あ
え
て
用
い
る

こ
と
を
避
け
た
。
す
で
に
、
拙
著
『
宮
沢
賢
治
と
い
う
現
象
』
「
周
辺
研
究
」
で
発
掘
・
紹
介
し
た
資
料

が
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。  

 

＊
す
べ
て
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
を
一
部
省
略
し
た
。  

                     

﹇
参
考] 

 



レ
フ
リ
ー
付
き
論
文 

 

筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
レ
フ
リ
ー
付
き
論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

①
「
『
ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
・
ネ
ネ
ム
の
伝
記
』
試
論 

―
鬼
神
の
棲
む
空
間
― 

」
（
「
日
本
文
学
」

 
 
 
 

第
41
巻
第
２
号
、
日
本
文
学
協
会
、
平
４
・
２ 

） 

②
「
『
サ
ガ
レ
ン
と
八
月
』
論 

―
民
話
的
構
造
に
仮
託
し
た
も
の
― 

」
（
「
宮
沢
賢
治
研
究a

n
n
u
a
l

」 
 
 
 
 

第
２
巻
、
宮
沢
賢
治
学
会
、
平
４
・
３ 

）  

③
「
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
』
と
『
サ
ガ
レ
ン
と
八
月
』
―
と
し
子
か
ら
の
通
信
― 

」
（
「
国
語
と
国
文 

学
」
第
69
巻
第
９
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
平
４
・
９ 

）  

④
「
『
〔
北
い
っ
ぱ
い
の
星
ぞ
ら
に
〕
』
試
読 

―
《
異
の
空
間
》
と
《
銀
河
の
窓
》
の
意
味
す
る
と
こ 

ろ
―
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
49
集
、
日
本
近
代
文
学
会
、
平
５
・
10 

） 
  

  


